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同じ住戸の中で距離をつくる手段として

空間に差をつくる手段として

住戸

外部

A：2つが無関係にある場合 B：外部を住戸に差を出すためにつくる場合

隣接する緑道と連続するように空地をつくると､住民共有の
ができる｡街の人にとっては視線の抜ける場所ができる｡

大きなｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙを中心に各個室､共用のｷｯﾁﾝ･ﾊﾞｽが隣
り合う｡壁の穴から足や手や顔を出し隣の空間を使う｡

図1. 2人暮らしの家ｽﾀﾃﾞｨｰ案

図2. 集合住宅に外部と接続する場所をつくること = 住戸に差をつくること

図3. 緑道のある街で集まって住む場合

ｷｮｳﾄﾞｳ･ｱﾊﾟ-ﾄﾒﾝﾄ
多様な人々が共存する都市的な状態をもつ住宅地
Kyodo Apartment
An urban residential area where dwellers and visitors coexist.

木村 優子
KIMURA Yuko

研究目的
都市では､ある場所に定住している人々､その場所に偶然通りか
かった人々など､互いに関係が希薄な人々が空間を共有してい
る状態がみられる｡このように､ある場所における人々の集まり
方が多様であることが都市の特徴であり､魅力のひとつである
といえる｡建物においてこうした状況がみられるのは､大型ｼｮｯ 
ﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰのように多様な用途が隣り合う建築である場合が多
いが､これは建物において都市のﾐﾆﾁｭｱを作っているに過ぎない
と考えることもできる｡本計画では､少数の用途でありながら､
空間構成が主導することにより､多様な人々が空間を共有し合
う状態､即ち<都市的な状態>を生み出す方法を構想する。

少数の用途で<都市的な状態>が発生している事例
この建物は集合の単位を住戸から､さらにｷｯﾁﾝ室､浴室､ﾍﾞｯﾄ室
に分割し､並べている｡各室の幅を揃える､面積を近づける、浴
室を日当りの良い面に配置するなどの操作により､室どうしの
主従関係を弱め重要度の度合いをならすことが目論まれている
と思われる｡さらに室と同規模の外室をｺﾓﾝｽﾍﾟｰｽとて設けるこ
とで､人々の多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙや住戸ごとに異なる内部/外部の関
係を実現している｡つまり､少数の用途でありながら空間構成が
主導することで､人々の多様な集まり方を可能とする<都市的な
状態>が発生している事例と理解できる｡　

このように､｢小さなものが集合した状態｣が､そのものの量や集
まり方､向きのﾊﾟﾀｰﾝを複数つくり出し､少数の用途で､<都市的
な状態>を生むことを可能にすると思われる｡そこで住宅を主な
用途として､本計画を進めていくことにする｡

集合することで可能になること
集合住宅には、建物を共有する場合と敷地を共有する場合が
ある。このときの単位は家であるが、1つの住戸の中で、何人
で住むか、またその人どうしの関係の密度はどの程度かによ
って住み方は多様であると考えられる(図1)。建物を共有する
集合住宅の場合、住戸の他にｴﾝﾄﾗﾝｽやﾃﾗｽなど、外部と接続す
る場所を図2のように住戸に差をつくることを意識して、建物
内に配置していくことで、住戸の単調さをなくす。また、敷
地を共有して住む場合は、その敷地が属している地域につい
て共有の範囲を広げて考えることで､住民にも地域の人々にも
効果的な方法が生まれる可能性がある(図3)。
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住宅が都市に対して開くこと
｢住むこと｣を街について積極的に関係づける､街に対して｢開く
こと｣を考慮している戸建集合住宅の事例を考察する｡これは
､303戸の戸建集合住宅として5人の建築家により計画されたも
のである｡住宅に｢閾｣という外部と交流する場が設けれ､提案さ
れている｡ｱﾄﾘｴ・ﾜﾝ案は地下ﾚﾍﾞﾙに外部ﾃﾗｽをもち、住宅が立体
的に｢閾｣に沿っている｡今後､外部階段を設けることで､外部ﾃﾗｽ
も｢閾｣として利用でき､住宅と｢閾｣が立体的交差する関係が生
じる可能性をもつ｡このように都市に対して開くように計画さ
れた住宅が集まることで､住宅地全体に住民と来訪者の間の様
々な関係が生じることが想定できる｡

多様な人々が共存する都市的な状態をもつ住宅地
敷地は小田急小田原線経堂駅周辺とする｡この街には駅を挟み2
つの商店街と2つの緑道があり､経堂駅はある大学の最寄り駅と
なっている｡また2002年の小田急小田原線の高架化事業により､
線路が街を分断する風景が消えると共に､駅の近くにあった｢経
堂まちかど図書館｣が高架下に移築され､｢すずらん商店街｣をつ
なぐ道ができた｡しかし､駅から線路の北側大型のｽﾎﾟｰﾂ施設が
計画されている｡この場所で住宅の集合化を考えることは､街の
南北をつなぎ､都市の残余地となり得る｡高架下と住宅街に必要
な空地や緑地を生み出す上で有効であると思われる｡そこで､こ
の電車基地の跡地と高架下を含む三角形の部分を本計画の敷地
とする。

ｷｮｳﾄﾞｳｱﾊﾟ-ﾄﾒﾝﾄ 建物を共有する集合住宅
この敷地の南北には､住宅街が広がっているが､南側は線路にぶ
つかる全ての道が袋小路となっている｡そこで敷地内に北を結
ぶ道路を設け､これまで鉄道により分断されていた街の動線を
回復する｡また高架下を利用し公共施設を配置する。この施設
へ南面からｱﾌﾟﾛｰﾁをとり､駅から西公園まで高架下を通り抜け､
繋ぐ緑道公園をつくる｡緑道公園の駅付近は大きな公園とし､集
合住宅の北側に配置する｡この公園の緑がこの集合住宅の住環
境を補助する｡また､高架化事業により新設されたｼｮｯﾌﾟや移築
された｢経堂まちかど図書館｣のｱﾌﾟﾛｰﾁは駅から高架下を庇代わ
りに使うようにつくられている｡この架の使い方を活かし､さら
に本計画地まで人の流れを延長するように､集合住宅を高架に
寄せて配置すると共に､高架下と同じ高さ分ｳﾞｫﾘｭｰﾑを浮かし

､ﾋﾟﾛﾃｨを設けた｡庇は隣接する公園までのびる。
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住戸25　断面図
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住戸16住戸13 4階平面図

住戸25の上の階から見る。屋根の勾配と下の階と続く本棚が部屋に２種類の性質を出す。

外観の様子。細長いｳﾞｫﾘｭ-ﾑの南北を貫通する穴(ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙなど)が開いている。

5階平面図

6階平面図住戸34

住戸25
住戸29

各住戸の空間構成は､5つのｴﾚﾍﾞｰﾀｰｺｱの北面の壁にPSを通し、
この壁に平行に､または垂直に細長い水周りｿﾞｰﾝをつくる｡これ
がｴﾝﾄﾗﾝｽから居室へ入るたたきや､住戸13のように部屋の境界
となる｡住戸16のように2つのｴﾝﾄﾗﾝｽに面する場合2つのｴﾝﾄﾗﾝｽ
を設ける｡3.4階は平面的な関係のみであるが､5階以上になると
断面的な関係も生まれ､住戸25は下の階では直接つながらず､上
のﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑを介してつながる｡

またｽﾀﾃﾞｨﾙｰﾑの階段部分の吹き抜けを広げ､2層分の本棚をつく
る｡上方の階には､住戸29のように上下階合わｾせて3つのｴﾝﾄﾗﾝｽ
をもつ住戸がある｡住戸34は水回りｿﾞ-ﾝで完全に住戸と仕切る
ことができる部屋をもつ｡上方の階にSOHOとなり得る。住戸を
配置することで､屋根勾配が内部にあらわれる部屋やﾃﾗｽなどを
居住者と居住者以外が積極的に使う場所となる｡　

ｷｮｳﾄﾞｳｱﾊﾟ-ﾄﾒﾝﾄ 敷地を共有する集合住宅
 ここは住環境に適さない大通りや､高速ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙと隣接する。
そこで､全体に傾斜をもつGLから7000mmの高さの三角形の地盤
をかける｡この地盤は新たに敷地南北を繋いだ道路やﾊﾞｽﾀ-ﾐﾅﾙ
との境界の壁を覆い､住宅地の駐車場をつくる｡地盤の低い方か
ら戸建住宅12軒､集合住宅9棟をつくる｡戸建住宅を共有のﾀｲﾌﾟ､
集合住宅を開放のﾀｲﾌﾟで9ｸﾞﾙｰﾌﾟに分ける｡　

戸建住宅は、共有ﾀｲﾌﾟの駐車場共有(GL)/ﾆﾜ共有(地盤上)型に
ついて、集合住宅は上下開放ﾀｲﾌﾟのｼｮｯﾌﾟ付随･通路建物貫通型
について説明する。
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集合住宅6･住宅8･住宅9　GL+4000平面図

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

集合住宅8の通路から見る。ショップ吹き抜けの上を通り抜ける。

住宅8・10・11・12断面模型
地盤下で3本の道路が交差するので共有
の駐車場を設けて地盤下にもｱﾌﾟﾛ-ﾁを
つくる。住宅11は2階を地盤上と揃うﾃﾗ
ｽとし歩道をつなぐ共有のﾆﾜができる。

戸建住宅 共有ﾀｲﾌﾟ 駐車場共有(GL)/ﾆﾜ共有(地盤上)型

集合住宅 上下開放ﾀｲﾌﾟ ｼｮｯﾌﾟ付随･通路建物貫通型

集合住宅
上下開放ﾀｲﾌﾟ ｼｮｯﾌﾟ付随･通路建物貫通型
住宅地開発を行うと、そこだけが街から独立してしまう例が多
く見られる。そのため、この住宅地では街への開放を意識して
、街の人が使う場所、同じ建物に住む人どうしが使う場所を積
極的に建物の中につくる。単一になりがちな住戸内に複雑さが
生まれ、様々な形や大きさの部屋ができる。
左図のｼｮｯﾌﾟ付随･通路建物貫通型では、特に建築のヴォリュー
ムが大きいため、建物の中や中庭に街の人が入り込むようにつ
くっている。

集合住宅は地盤下に光を落とすｳﾞｫｲﾄﾞを各棟設け､GLから屋根
までの高さの木を植える｡歩道はｳﾞｫｲﾄﾞの上に重ねて配置した
り､建物の中を貫通させたり､居住者以外も地盤の上を利用でき
るようにｼｮｯﾌﾟなどで上下をつなぐ｡

戸建住宅
共有ﾀｲﾌﾟ 駐車場共有(GL)/ﾆﾜ共有(地盤上)型
個人の住宅でありながら、庭や駐車場など外部を共有してつく
ることで、使われていくうちに、同じ建物に住む人どうしの距
離よりは遠い、街の人との距離よりは近い距離感が生まれる。


